
７．ピンポイント渋滞対策について

資料７

７.１ 令和７年度 ピンポイント渋滞対策実施箇所の状況報告
「国道５５号 立江川橋西詰交差点」

７.２ 令和８年度 ピンポイント渋滞対策実施予定箇所の状況報告
「国道１９２号 大野交差点」

７.３ 令和７年度 ピンポイント渋滞対策実施箇所の状況報告
「主要地方道 阿南小松島線 立江交差点」

７.４ 令和７年度 ピンポイント渋滞対策実施箇所の状況報告
「主要地方道 石井引田線 椎本交差点」
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◆右折レーンを延伸することで、右折がスムーズに

右折レーン：約１４０ｍ
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７.１ ピンポイント渋滞対策実施箇所の状況報告「国道５５号 立江川橋西詰交差点」

説明図

主要渋滞箇所
出典：国土地理院・基盤地図情報を

基に作成

広域図

位置図

徳島県

国道５５号
立江川橋西詰交差点

N

至

徳
島
市

至

阿
南
市

立江川橋
西詰交差点

写真①：滞留状況

撮影日：令和5年12月22日（金）7時台

国道５５号東行きの交通状況（旅行速度）

55

130

牟岐線

写真②：右折レーンのはみ出し状況

撮影日：令和5年12月22日（金）7時台

右折車の滞留で
直進阻害発生

至 阿南市

至 徳島市

至 徳島市

至 阿南市

〈滞留長・渋滞長の変化〉

〈右折車の滞留による直進阻害発生回数の変化〉

出典：交通量調査 7：00～19：00（朝ピーク：7-9時、夕ピーク：17-19時）
対策前：令和7年9月25日、対策後（南部道開通後）：令和8年7月14日

〈交通量の変化〉

出典：交通量調査 7：00～19：00
対策前：令和7年9月25日
対策後（南部道開通後）：令和8年7月14日

対策後（南部道開通後）

対策前

直進阻害回数
解消

直進阻害観測イメージ

○徳島南部自動車道（小松島南 IC～阿南IC ）の開通により、国道５５号からの右折需要が更に高まると見込まれるため、令和７年１２月に右折レーンの延伸

（約９０m⇒１４０m）によるピンポイント渋滞対策を実施。

○交通量調査の結果、徳島南部自動車道の開通に伴い、右折車両の割合が３.６％増加し、右折需要が増加している。

○右折レーン延伸によって、渋滞長や右折車両の滞留による直進阻害回数が解消しており、対策効果が発現している。

出典：滞留長・渋滞長調査 7：00～19：00
対策前：令和7年9月25日、
対策後（南部道開通後）：令和8年7月14日

朝ピーク凡例： 夕ピーク

N=15,965 N=15,601

至 小松島南IC

対策前 対策後
(南部道開通後)

対策前 対策後（南部道開通後）

左折凡例： 直進 右折

滞留長凡例： 渋滞長

（168台）

（13,638台）

（2,159台）

（117台）

（12,823台）

（2,661台）

撮影日：令和8年7月7日（火）7時台 撮影日：令和8年7月7日（火）7時台

至 阿南市 至 徳島市

至 徳島市
至 阿南市

写真③：滞留状況 写真④：右折レーンのはみ出し状況

右折車3.6%増加

右折レーン延伸によって
はみ出しはない

３回

０回

平均滞留長
約２４０ｍ

直進阻害回数
３回

平均滞留長
約１１５ｍ

直進阻害回数
０回

右折レーン延伸後
渋滞長解消
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７.１ ピンポイント渋滞対策実施箇所の状況報告「国道５５号 立江川橋西詰交差点」

交差点低速車両割合分析（直進車 【東行き】）

低速車割合
11.6%

対策前 対策後（南部道開通後）

低速車割合
10.3%

交差点流入速度の変化（直進車 【東行き】）

出典：ETC2.0データ 平日 朝ピーク：7：00～9：00
対策前：令和7年9月、対策後（南部道開通後）：令和8年3月9日～31日

～10km/h ～20km/h

～30km/h ～30km/h以上

（km/h）

※低速車：時速20km/h未満の車両のことを指す

対策前より
速度向上

〈朝ピーク時間（７時台～９時台）〉 〈朝ピーク時間（７時台～９時台）〉【低速車：時速２０km/h未満と定義して算出】

55

＜直進車＞ ＜右折車＞

55秒
48秒

75秒 69秒

旅行時間
減少

旅行時間
減少

旅行時間の変化（直進車 【東行き】 ）

＜分析対象範囲＞

（赤石トンネル坑口～
停止線位置）

分析区間

出典：国土地理院地図

至

徳
島
市

至

阿
南
市

出典：ETC2.0データ 平日 朝ピーク：7:00～9：00
対策前：令和7年9月、対策後（南部道開通後）：令和8年3月9日～31日

〈朝ピーク時間（７時台～９時台）〉

対策前 対策後（南部道開通後） 対策前 対策後（南部道開通後）

20km/h未満(対策前)

20km/h未満(対策後(南部道開通後))

立江川橋
西詰交差点

出典：ETC2.0データ 平日 朝ピーク：7：00～9：00
対策前：令和7年9月
対策後（南部道開通後）：令和8年3月9日～31日

出典：ETC2.0データ 平日 朝ピーク：7：00～9：00
対策前：令和7年9月
対策後（南部道開通後）：令和8年3月9日～31日

○徳島南部自動車道の開通後は、交通需要増の影響があったが、右折レーンの延伸により朝ピーク時間帯において旅行時間が短縮した。

○また、速度状況についても交差点流入速度も南部道開通後に約２km/h向上し、２０km/h未満の低速車割合も減少したことから、交差点全体の円滑性が向上した。

7秒短縮

６秒短縮

2.3km/h
向上

【赤石トンネル坑口～立江川橋西詰交差点停止線間で算出】

【立江川橋西詰交差点の

停止線位置で算出】

（停止線からの距離）（停止線からの距離）

対策前 対策後（南部道開通後）

20km/h未満の
割合が1.3%減少

約４５０m
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７.２ ピンポイント渋滞対策実施予定箇所の状況報告「国道１９２号 大野交差点」

広域図

位置図

徳島県

国道192号 大野交差点

○大野交差点の国道１９２号側（東行き）では、朝・夕ピーク時間帯を中心に交通が集中しており、７時台は約２４０ｍの渋滞長が発生している。方向別交通状況で
は、東行きの直進需要が最も高いにもかかわらず、直進車線が１車線（左・直・右・右）しか整備されていない状況。

○交通実態に合わせ、令和８年度に直進車線を１車線追加（左・直・右・右⇒左・直・直・右・右）し、直進車両の処理能力を向上させる対策を実施予定。

○上記対策と併せて、県道２９号側も車線運用の変更（１車線⇒２車線）を実施予定。

説明図

検証項目

検証項目 検証手法 分析内容

交通量、渋滞長・滞
留長

交通量調査、渋滞・滞
留長調査

・交通量（全方向）
・渋滞・滞留長（全方向）

交差点流入速度所
要時間

ETC2.0
・交差点流入速度
・低速車両割合

主要渋滞箇所

出典：国土地理院・基盤地図情報を
基に作成

至徳島市

至 阿南市

大野交差点

55

192 29

交通状況
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滞留長
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※滞留長：信号交差点において、１回の赤信号で滞留する車列の長さ。
渋滞長：信号交差点において、１回の青信号で解消されず次周期へ持ち越された車列の長さ。

▼方向別交通状況（東行き）
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合計2,137台 合計3,036台 合計2,613台

▼渋滞長・滞留長（東行き）

交通量データ：令和６年５月９日（木）７時～１９時

至 法花方面

至 新浜方面

写真①
直進車の滞留が長い

対策前

対策後

N

至 徳島市

至

法
花
方
面

至

新
浜
方
面

至 阿南市

至

新
浜
方
面

至

法
花
方
面

192

29

◆国道１９２号の直進車線を追加（左・直・直・右・右）し、直進車の処理能力を向上
◆県道２９号側の車線運用の変更（１車線⇒２車線）

192

◆直進需要が最も高いが、直進車線が１車線しか整備されていない
◆上記に伴い、県道２９号側の受け口が１車線に制限されている

写真データ：令和6年2月21日(水)7時台
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至 阿南市

55

29

55

至 徳島市

※赤字：時間帯別最大交通量

至

新
浜
方
面

至

法
花
方
面

令和７年度 第２回
渋滞協資料 再掲
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７.３ ピンポイント渋滞対策実施箇所の状況報告「主要地方道 阿南小松島線 立江交差点」

広域図

位置図

説明図 交通状況

○当該箇所は阿南小松島線と宮倉徳島線の交差点であり、朝夕ピーク時には交通が集中している。
〇近隣にある、徳島南部自動車道の小松島南ＩＣの開通（令和８年３月）に伴い、交通量が増加している。
○令和８年３月、ピンポイント渋滞対策として徳島県・徳島県警による交差点改良を実施した。
〇開通後、交通量が増加し、信号交差点となったものの主交通方向の転換、時差式信号により、目立った渋滞は発生していない。

徳島県

小松島IC

小松島南IC

阿南IC

立江交差点

令和８年３月８日開通

主要渋滞箇所

出典：国土地理院・基盤地図情報を
基に作成

至 阿南市

至徳島市

55

至 阿南市

至 徳島市

至 徳島市

至 阿南市

宮倉徳島線

宮倉徳島線

◆以前の交差点形状は、東西方向が優先となる道路形状となっていた

◆横断歩道位置を変更し、主交通方向を変更することにより、
交通量増加による渋滞を緩和させた

至 小松島南IC

至 小松島南IC

主交通方向

主交通方向

西

東

南

西

対策前

対策後

右折車滞留

至 阿南市

左折車滞留

東西方向が優先となる道路形状となっ
ており、小松島南ICの開通により、交通
量増加に伴う渋滞が想定される。

ピーク時においても南西方向の車両の
さばけ残りの台数・回数は少ない。

至 阿南市

撮影日：令和8年1月23日（金）

至 徳島市

撮影日：令和8年3月17日（火）

至 徳島市

写真①：対策前

写真②：対策後

主要地方道 阿南小松島線
立江交差点

至

小
松
島
南
Ｉ
Ｃ

至

小
松
島
南
Ｉ
Ｃ
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７.４ ピンポイント渋滞対策実施箇所の状況報告「主要地方道 石井引田線 椎本交差点」

広域図

位置図

説明図 交通状況

出典：国土地理院・基盤地図情報を
基に作成

主要渋滞箇所

徳島県

34

○交差点は上板町の中心に位置し、近傍の商業施設利用者や通過交通が混在しており、慢性的に混雑している。
〇北向き流入部において、右折車線長を超えた滞留が発生しており、後続直進・左折車両の通行が阻害され、旅行速度が低下している状況。
○令和８年３月、交差点の南側において、右折レーンの延伸（約３０ｍ⇒約４０ｍ）によるピンポイント渋滞対策を実施し、交差点の処理能力を向上さ
せるとともに、交差点通行車両の走行の円滑化を図った。

N

N

石井引田線

石井引田線

至 松茂町

至 松茂町

約10m延伸

至

石
井
町

至

石
井
町

至

東
か
が
わ
市

：直進・左折車両

：右折車両

◆南からの右折交通が右折車線を越えて滞留
◆直進･左折車を阻害、渋滞が発生

既設右折レーン約30m

右折レーン延伸（30m⇒40m）

●右折車の待機スペースが増加、直進・左折車の通行阻害を緩和
●直進･左折車がスムーズに走行可

34

対策前

対策後

右折車両が右折レーンからはみ出して
後続車両の障害となっている。
混雑時に右折レーンが不足。

右折待ち車両が完全に専用レーンに

収まり、直進車が進行を阻害されること
なくスムーズに交差点を通過している。

撮影日：令和7年6月6日（金）

撮影日：令和8年6月18日（火）

写真①：対策前

写真②：対策後

至 石井町

至 東かがわ市

至 石井町

至 東かがわ市

至 香川県 至 兵庫県

至

愛
媛
県

至

松
茂
町

至

徳
島
市

至

吉
野
川
市

至

阿
波
市

至 阿波市

至 阿波市

主要地方道 石井引田線
椎本交差点

至

東
か
が
わ
市


